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道路建設課 

記入責任者職氏名

（担当者氏名） 
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（課長補佐兼県道係長 吉村 文章） 
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事 業 名 事 業 区 間 
総事業費 約3.4億円 

事業種目 道 路 道路改築事業 
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内用地補償

費 
約1.6億円 

所   在   地 
事業採択 
予定年度 

着工予定 
年  度 

完成予定 

年  度 

豊岡市日高町藤井 ～ 奈佐路 平成18年度 平成18年度 平成21年度

事 業 目 的 事 業 内 容 等 

・ 本路線は、豊岡市日高町から豊岡市竹野町に至る 

北但地域の幹線道路である。加えて国道 312 号ﾊﾞｲﾊﾟｽ

からの接続により、但馬空港、豊岡市中心部、国道178

号へアクセスし、観光・産業を支える重要な路線でも

ある。 

・ 台風23号被害により機能麻痺した国道312号の代替

えルートであるにもかかわらず、当該区間は幅員が狭

小で大型車の離合にも困難が生じている。 

・ 通学路でありながら歩道もないことから、交通安全

上危険な状態にある。 

・ このため、人家連坦部を迂回するバイパス整備を行

い、安全で円滑な交通を確保し、併せて県道豊岡日高

線との交差点整備を行い、防災拠点である但馬空港及

び豊岡市街地との連携強化を図る。 

道路改良（バイパス） L=553ｍ 

（うち橋梁部 L = 16 m〔仮称：奈佐路橋〕） 

【計画幅員】 W=6.0(10.25)m；2車線+片側歩道 

【現況幅員】 W=5.0m    ；未改良 

【計画交通量】      3,400台/日 

【現況交通量(H11 ｾﾝｻｽ)】4,803台/日 

【【負担割合】 県：10/10 

（合併支援県道整備事業） 

評価視点  

(1)必要性 

○安全・安心を確

保 

 

・幅員が狭小で車両の離合が困難である未改良区間を解消し、歩道を設置することにより交

通安全性が確保される。また、円
まる

山川
やまがわ

氾濫
はんらん

時における北但地域の南北幹線道路である国道

３１２号の代替路としての機能が向上する。 

○くらしと交流を 

支える道づくり 

・北但地域における南北幹線道路としての機能向上を図り、物流や地域間交流の円滑化によ

り生活基盤の強化と但馬の観光・産業の発展を支える。 

○県土の活用を 

進める道づくり 

・北近畿豊岡自動車道（仮）日高北ＩＣへのアクセス、防災拠点であり交通結節点でもある

但馬空港へのアクセスが向上するため、広域的な交流・連携を支えると伴に、県土活用基

盤として魅力ある地域・都市を形成する。 

○地域ニーズ ・市町合併による支所間連絡、中心市街地アクセス、防災拠点アクセス等を向上させ、新市

の都市機能を強化すると伴に、新市のあらたなまちづくりと個性ある発展を支援するた

め、未改良区間の道路整備が強く求められている。 

(2)有効性・効率性 

○有効性 
・費用便益比 Ｂ／Ｃ＝１．２ 

○代替性 ・現道拡幅ルートは、現道沿いに人家が多く、用地補償費が高価になるため、本ルートは人

家等をバイパスで避けた最も経済的なルートである。 

○効率性 

 

・合併後の中心市街地、防災拠点等へのアクセス向上による生活基盤、都市機能強化ととも

に交通安全性向上による生活環境の改善という面から、地元住民をはじめ周辺住民におい

ても当事業に対する理解と合意形成は出来ており、協力体制は十分整っている。 

(3)環境適合性 ・構造物は最小限にし、土羽盛土により環境への影響を最小限に留めるとともに、盛土材は

他事業等の発生土を利用し資源循環に努める。 

(4)優先性 ・当該区間は日高町から但馬空港、豊岡市街、国道178号へのｱｸｾｽﾙｰﾄにあり、地域の経済・

産業活動を支える。さらに、河川氾濫の影響を受けない防災拠点へのｱｸｾｽ道路の整備が急

務であるため、平成18年度より事業着手する。 

・合併支援道路として旧日高町～中心市街地の連絡機能を強化し、新市の生活基盤を強化す

る。 




